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はじめに 
 
 環境省では、平成 29 年 3 月に、海洋生物のうち魚類、サンゴ類、甲殻類、軟体

動物（頭足類）、その他無脊椎動物の 5 分類群について、専門家による絶滅のおそ

れの評価の結果を海洋生物レッドリストとして取りまとめました。 

 レッドリストは専門家による科学的・客観的な評価をとりまとめた基礎的な資料

であり、捕獲規制等の法的な拘束力があるものではありませんが、社会への警鐘と

して広く情報を提供することで、様々な場面で活用されることを期待しているもの

です。 

レッドリスト掲載種の保全のためには、それぞれの種がどのような場所に生息

し、どのような特性を持つかについて、可能な限り把握することが重要です。その

上で、種の保存のためには、このような情報を踏まえて生息環境を良好に保つこと

が原則です。このため環境省としては、レッドリスト掲載種のうち特に社会的な関

心の高いサンゴ類について、環境保全の上で適切な配慮がなされるよう、各種の環

境特性をここに取りまとめました。 

 環境保全上の自発的な取り組みを行おうとする場合には、まず第一にレッドリス

ト掲載種の生息地の保全を検討することが必要です。しかしながら、やむを得ない

理由で生息地そのものの消失を回避出来ない場合には、種の特性を踏まえた移植が

検討されることも種もしくは個体群の保全上望ましいことから、移植にあたっての

配慮事項も含めています。レッドリストや本冊子には法的な拘束力はありません

が、本冊子の情報がレッドリスト掲載種の保全を取り組む上で役立つことを期待し

ています。 

  なお、本冊子の作成にあたっては、サンゴの種別の生態、特に環境特性について

の知見の集積が極めて不十分な現状の中で、専門家であるレッドリストのサンゴ選

定委員の皆様（野村恵一氏、岩尾研二氏、立川浩之氏、深見裕伸氏、横地洋之氏）

に最大限のご協力をいただきました。この場を借りて委員の皆様に御礼申し上げま

す。 
 

 
 

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 
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●絶滅危惧 IB 類（EN） 1 種 

   

１．ハナサンゴモドキ Euphyllia paraglabrescens  
  
○形態 群体は花束状（杉原ほか, 2015）で，固着性。短い枝の先端に個体が分布

し，個体は外縁が朝顔のようによく開いた円形～楕円形をなす。群体の大き

さは幅 12cm，高さ 8cm 程，莢径は 2～4cm である（西平・Veron, 1995; 杉
原ほか, 2015; Veron, 2000a）。触手は短く，泡状に個体全体を覆っており，夜

も昼も伸びたままで，刺激を与えると緩やかに縮む（西平・Veron, 1995; 杉
原ほか, 2015; Veron, 2000a）。 

○分布域 種子島（出羽, 2016; 西平・Veron, 1995; 杉原ほか, 2015; Veron, 1990; 
Veron, 1992; Veron, 2000a）及び屋久島に分布する。本種は雌雄異体幼生放出

型の特殊な繁殖様式を持つ（出羽, 2016）。この繁殖様式は，幼生の分散能

力が特に低いことを表し，現在の本種の限定的な分布域を形成する大きな要

因の 1 つとなっている。  
○生息する環境条件 波当たりが弱い礁斜面・岩礁斜面，ならびに内湾域の水深

10m 以浅に生息（西平・Veron, 1995; 杉原ほか, 2015; Veron, 2000a）する。

基盤への定着部位は上部よりは側面のややオーバーハングしたような所を

好む。 
○環境耐性  
  (1)水温：本種の水温耐性については分かっていないが，遮蔽的環境の浅所に

生育することから，生息可能な水温幅は比較的広いことが予想され

る。ただし，屋久島では 1998 年の異常高水温により個体群が大きく

減少したと推測されていることから，本種の高水温耐性は低いか中程

度と考えられる。 

  (2)光・濁度：本種の要求照度については分かっていないが，水深 10m 以浅の

浅所に生息することやオーバーハングした部分を好むことから，要求

照度は中程度（高くもなく低くもない）であることが予想される。 本
種の濁度耐性についても分かっていないが，本種が遮蔽的環境の浅所

に生息していることから，濁度耐性は弱くはないと推定される。 
  (3)堆積：一般的に本種が属する Euphyllia 属の種は堆積耐性が高いと考えられ

ているが（NOAA, 2011; Erftemeijer et al., 2012），本種に対する耐性に

ついては情報がない。本種の定着部位が上部より側面のややオーバー

ハングしたような所であることから，本属の他種に比べて耐性は弱い

ことが予想される。  
  (4)波浪・潮流：遮蔽環境を好むことから，波浪・潮流耐性は弱いと考えられる。

これは，脆弱なポリプを昼夜伸ばすことができる環境が必要であるこ

とからも推測される。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見
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はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  
   本種が，波当たりが弱い礁斜面・岩礁斜面，並びに内湾域の浅海を好むこと

を踏まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大き

く変わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，

本種は，白化の被害を受けやすいと推測され，波当たりが弱い遮蔽環境を好む

ことから，移植前の生息場所と水温条件が大きく変わらず，波浪・潮流の影響

を受けにくいと考えられる場所を選定するよう留意する必要がある。 
 

 

●絶滅危惧 II 類（VU） 5 種  

  

２．エダミドリイシ Acropora pruinosa  
  
○形態 固着性の小型の不規則に枝分かれする芝草状～樹枝状群体。基盤から離れ

た遊離群体も多くみられる。色彩は緑と褐色がある。（西平・Veron, 1995） 
○分布域 九州から房総までの南日本沿岸に分布する。ミドリイシ類の分布域内で

も最も特異な環境に生息しており，サンゴ礁海域では観察されていない（西

平・Veron, 1995）。 
○生息する環境条件 岩礁性の海岸で浅い濁った海域に生息する（Veron 2000b）。

水深 10m 以浅の遮蔽的な湾の砂礫底や，開放的な湾の水深 5～10m の岩盤

上などで大群落を形成しやすい（杉原ほか, 2015）。砂礫底もしくは岩盤を

基質とする。 
○環境耐性  

  (1)水温：本種が含まれる Acropora 属は，成長速度が早く組織の薄い枝状とな

り，八重山地域で高水温による白化の被害を受けている。Acropora 属

は McClanahan らによって比較された 39 属のサンゴの中でも最も高水

温に弱い（NOAA, 2011）。また，IUCN の「A Reef Manager’s Guide to 
Coral Bleaching」（Marshall and Shuttenberg, 2006）でも Acropora 属は，

Seriatopora 属や Stylophora 属，Pocillopora 属が含まれるハナヤサイサ

ンゴ科（Pocilloporidae）に次いで高水温耐性が低い。2010 年におきた

白化現象に関する報告でも，パラオでは Acropora 属の白化率は他の属

に比して高いことが報告されている（Guest et al., 2012）。本種は温帯域

に固有の種であり，サンゴ礁域の Acropora 属の他種と比較して高水温

耐性は低いと考えられる。一方，低水温耐性は高く 13℃では死亡しな

いが（Higuchi et al., 2015）， 10℃近くまで水温が低下した冬季には白

化・死亡した例がある（小坂ら, 2001）。 
  (2)光・濁度：本種の成長形態は枝状であるが，枝状のサンゴの他の形態のサン

ゴと比較した濁度耐性は中程度との報告（Erftemeijer et al., 2012）があ
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る。 
  (3)堆積：本種の成長形態は枝状であるが，枝状のサンゴは他の形態のサンゴと

比較して高い堆積耐性を示すとされる（Erftemeijer et al., 2012）。一方

で，NOAA の報告書（NOAA, 2011）によれば，Acropora 属のサンゴは

捕食，病気，堆積，高水温への感受性が特に高く，環境ストレス下で

最も早く消失する属である。 
  (4)波浪・潮流：遮蔽環境を好むことから，波浪，潮流の変化に留意が必要と考

えられる。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には、本種の光合成活性が最大となる水温は、光

量の低下とともに低下することが知られている（Nakamura et al., 
2003）。また，伊豆や五島列島福江島，壱岐などでは本種に対するガ

ンガゼによる食害が見られ，大きな攪乱要因となっている（大久保ら, 
2003）。 

○移植に当たって必要な環境配慮  

   本種が，濁度のある浅海の内湾の岩礁域に生息し，基質は砂礫底もしくは岩

盤を好んで生息することを踏まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生

息場所の環境条件と大きく変わらない環境を有すると考えられる場所を適切

に選ぶ必要がある。特に，本種は，高水温耐性が比較的低いと考えられ，遮蔽

環境を好むことから，移植前の生息場所と水温条件が大きく変わらないと考え

られる場所を選定する必要があり，また，波浪・潮流の影響を受けにくいと考

えられる場所を選定するよう留意する必要がある。 

 

３．オキナワハマサンゴ Porites okinawensis 
 
○形態 固着性で小型の被覆状または塊状の群体で，表面は滑らか（杉原ほか, 

2015）である。サンゴ個体の直径は 1.7mm（西平・Veron, 1995）で，小型の

被覆状または塊状の群体をなす。 

○分布域 沖縄県西表島から千葉県館山まで分布する。 

○生息する環境条件 半閉鎖的な浅い礁あるいは岩盤上に生息する（Veron, 2000c）
内湾的環境に限られ，また水深が比較的浅い海域に分布する。 

○環境耐性  

  (1)水温：本種の属する Porites 属は，厚い組織及び大型の骨格並びに遅い成長

速度を有しており，一般的に高水温耐性は中程度からやや高く

（Marshall and Shuttenberg, 2006）白化の影響を受けにくい分類群であ

る。また，塊状の Porites 属は中程度の白化耐性を有するとされている

一方で，枝状の Porites 属は Acropora 属と同程度の高水温感受性を有

し，塊状と比較してより高い死亡率となることが知られている

（NOAA, 2011）が，この属はまた，ある特定のタイプの共生褐虫藻と

の強固な関係がみられ，共生藻類を温暖化などの環境条件に合わせて
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変えていくことで，海水温上昇に対応するといった順応は難しいと考

えられている（Thornhill et al., 2006; 中村, 2012）。 
  (2)光・濁度：本種の成長形態は塊状や被覆状であるが，Erftemeijer et al（2012）

は濁りや堆積物に対する様々な成長形態のサンゴの応答に関するレ

ビューの中で，これらの形態は比較的濁度耐性が高いとしている。ま

た，本種と同属で，かつ，同じ成長形態を有する Porites astreoides は
50mg/l および 150mg/l で 96 時間の濁度条件では何の影響も出ず，

1000mg/l で 65 時間の条件化においても致死的な影響は出ていないと

の事例（Thompson, 1980）を挙げつつ，塊状もしくは被覆状の成長形

態を有するサンゴの濁度耐性は中程度と評価している（Erftemeijer et 
al., 2012）。 

  (3)堆積：NOAA によれば，Porites 属は，西インド洋においては堆積耐性が中

程度であるが，アジアおよび東太平洋地域においては比較的濁った海

域で観察されており，堆積耐性が高いものとされている（NOAA, 
2011）。Erftemeijer et al（2012）では，本種のような成長形態が塊状又

は被覆状のサンゴは比較的堆積耐性が高いと評価されている。また、

西表島では網取湾最奥部の堆積の大きい環境に生息していることか

らも、本種の堆積耐性は高いと考えられる。 
  (4)波浪・潮流：本種が波浪・潮流の変化に対して特段の高い感受性を有してい

るとの情報はないが，内湾的環境に生息し，西表島網取湾では波高 0.2
～0.4m の静穏な湾奥（鵜飼ほか, 2009）に分布することから推察すれ

ば，波浪，潮流の変化に留意が必要である。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  

   本種が，半遮蔽的な浅海の礁もしくは陸由来の岩石基質に生息することを踏

まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく変

わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，本種

は，内湾的環境に生息し，波高が低い場所に分布することから，波浪・潮流の

影響を受けにくいと考えられる場所を選定するよう留意する必要がある。 

 

４．アミトリセンベイサンゴ Leptoseris amitoriensis 
 
○形態 葉状（AIMS, 2013）で，固着性の，繊細な群体サンゴである。葉状部は広

く広がり，極めて薄く繊細で壊れやすい。極めて薄い葉状体の一面のみにポ

リプが付く。昼間はポリプを開かない。濃褐色の色を示し，周辺部は淡い。

（西平・Veron, 1995） 

○分布域 西表島西部の網取湾及び船浮湾に分布する。 

○生息する環境条件 波浪の影響が少ないサンゴ礁域の礁斜面下部（Veron, 
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2000a），水深 30m 以深に生息し，砂礫底又は砂泥底を基質とする。 

○環境耐性  

  (1)水温：本種の属する Leptoseris 属は， McClanahan et al. (2007)による西イン

ド洋での調査では白化症状が見られていない。 1998 年の白化の影響

を石垣島浦底湾で調査した Fujioka (1999)によれば，水深 20-23m の湾

底に生息する同属の L. gardineri は，白化率は低いが死亡率がやや高か

ったことから，比較的安定した水温環境に生息しているために高水温

耐性が低いのだろうとしている。アミトリセンベイサンゴが他の葉状

サンゴと比較して，高水温による白化に対する耐性が低いあるいは高

いという性質を示す文献はないが，中深度の水深帯に生息することか

ら，同様に水温の大きな変化には強くないと考えられる。 
  (2)光・濁度：Leptoseris 属は礁斜面の深所や洞窟の入口付近などの弱光環境に

多く出現し（Dinesen, 1983；西平・Veron，1995），ハワイなどでは 60m
以深での優占種群となっている（Kahng and Kelly, 2007）。これは，本

属に特徴的な骨格の表面構造が光の吸収効率を高めていることが一

因と考えられている（Kahng et al., 2012）。堆積等の陸域由来の環境要

因による本種への特異的な影響については知られていない（NOAA, 
2011）が，浚渫による濁度に対する様々なサンゴの応答を分析したレ

ビューによれば，本種のような葉状形態のサンゴは他の形態のサンゴ

に比較して濁度耐性が中程度か低いとされる。 
  (3)堆積：同上 
  (4)波浪・潮流：本種の生息条件は波浪の影響を受けにくいサンゴ礁斜面の下部

であることから考えれば，波浪，潮流の変化に留意が必要。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮 

   本種が，中深度のサンゴ礁域の，礁斜面下部の砂礫底又は砂泥底に生息する

ことを踏まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と

大きく変わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特

に，本種が，中深度の水深帯に特異的に出現し，波浪の影響を受けにくい場所

に生息することから，移植前の生息場所の光・濁度，水温条件が大きく変わら

ず，波浪・潮流の影響を受けにくいと考えられる場所を選定するよう留意する

必要がある。 

 

５．ヒユサンゴ Trachyphyllia geoffroyi 
 

○形態 群体長径は 8cm 前後で，小型のものは単口（単体），大型群体は多口とな

る。基盤への固着性は弱く，基盤から離れ自由生活するものも多いが，その

場合は体の後半を砂に埋没させているものも多い。昼間に外套を広げ肉厚の
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群体となり，夜に触手を広げる．外套の色彩は褐色，緑，赤やそれらが混じ

る場合もある（西平・Veron, 1995; Veron, 2000c）。 
○分布域 和歌山県以南〜八重山諸島，小笠原諸島に分布する。  

○生息する環境条件 浅海の内湾のサンゴ礁域及び岩礁域に生息する。各地に広く

分布するが稀で，サンゴ礁域より高緯度地方でよくみられる（西平・Veron, 
1995）。大きな群体はある程度閉鎖的な浅い内湾にのみ見られる（Veron, 
2000c）。 

○環境耐性  

  (1)水温：本種の水温耐性について知見は得られていない。本種の一般的な生息

深度は 10～20m であることから，生息可能な水温幅は広くはないこ

とが予想される。 
  (2)光・濁度：本種は透視度の低い内湾域にも生息することから，照度要求量は

高くはなく，また，濁度耐性は高いことが予想される。 
  (3)堆積：本種が堆積物に覆われた中を活発に堀り進んで出てきた事例が報告

されており（Erftemeijer et al., 2012），堆積に高い耐性を有することが

考えられる。 
  (4)波浪・潮流： 本種は波静かな内湾的環境に生息することから，波浪・潮流

への耐性は低いことが予想される。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  
   本種が，浅海の内湾のサンゴ礁域及び岩礁域に生息することを踏まえ，移植

に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく変わらない環

境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，本種が，生息可

能な水温幅が広くないと考えられることや，内湾的環境を好み，岩盤への固着

性が弱いサンゴであることから，移植前の生息場所と水温条件が大きく変わ

らず，波浪・潮流の大きな影響を受けにくいと考えられる場所を選定するよう

留意する必要がある。 
 

６．オオナガレハナサンゴ Catalaphyllia jardinei 
 
○形態  半球状の群体を形成し，長径は最大で 1m ほどになる。畝状の溝の中に

複数の個体が並び，日中，長い触手のある大きなポリプが群体を被うため，

大型のイソギンチャクのような印象を与える。軽くふれただけでは触手を縮

めない（西平・Veron, 1995; Veron, 2000a）。 
○分布域 和歌山県串本町・白浜町・田辺市，高知県大月町，宮崎県延岡市・日南

市，鹿児島県大隅町・南さつま市，熊本県天草市，長崎県男女群島に分布し，

国内のサンゴ礁海域からはまだ知られていない（西平・Veron, 1995）。 
○生息する環境条件 様々な環境から出現するが，水深 10～20m の波浪に対して
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遮蔽的な環境を好む．固着性の場合もあるが，砂礫内に群体の一部を埋めて

いる場合が多い（西平・Veron, 1995; Veron, 2000a）。 
○環境耐性  

  (1)水温： 国内の個体群における水温耐性の知見は得られていないが，白化の

報告もない。パラオにおける定性的な観察では本種の白化度合いは低

い〜ないとしており（Bruno et al., 2003），本種の高水温耐性は高いと

考えられる。 
  (2)光・濁度： 遮蔽的な内湾環境を好み，生息深度も 10～20m とやや深いこ

とから，照度要求は高くはないものと予想される。また，濁度耐性は

低くはないことが予想される。  
  (3)堆積・浮遊砂：本種が高い堆積環境の中を生き抜いたととする事例

（Erftemeijer et al., 2012）が報告されており，堆積に対して強い耐性を

有すると考えられる。  
  (4)波浪・潮流： 本種は遮蔽的な内湾環境を好み，生息深度も 10～20m とや

や深いことから，波浪や潮流への耐性は低いことが窺える。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮 
   本種が，内湾の濁度のある環境や，浅海の岩礁域の砂礫底に生息することを

踏まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく

変わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，本

種が，遮蔽的な内湾環境を好むことから，波浪・潮流の影響を受けにくいと考

えられる場所を選定するよう留意する必要がある。 

 

●準絶滅危惧（NT） 7 種   
 
７．トゲヅツミドリイシ Acropora echinata 

 
○形態 洗瓶ブラシ状の樹枝状群体を形成する．群体の基部は死んでいることが多

い。昼間はポリプを伸ばさない．色彩は褐色で紫がかるものもあり，個体の

先端は色彩が異なることが多い（西平・Veron, 1995; Veron, 2000b; Wallace, 
1999）。 

○分布域 沖縄諸島～八重山諸島に分布する（西平・Veron, 1995）。 
○生息する環境条件 サンゴ礁域の内湾や礁斜面の深み等の波当りが弱くかつ透

明度の高い砂礫底に生息し，大群落を形成することもある（西平・Veron, 
1995; Veron, 2000b）。  

○環境耐性  

  (1)水温：本種の水温耐性に関する知見は少ないが，本種が 1998 年にパラオに

おいて非常に高い白化の感受性を示した事例が記録されている
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（Bruno et al., 2001）ことから，本種は高水温耐性が低いことが予想さ

れる。  
  (2)光・濁度：遮蔽的環境の深みを好むことから，要求照度は高くはなく，また，

濁度耐性はさほど低くはないこと予想される。 
  (3)堆積・浮遊砂：生息環境や樹枝状の群体型から，堆積への耐性は低くはない

ことが予想される。 
  (4)波浪・潮流：遮蔽的な内湾環境を好み，生息深度も比較的深いことから，波

浪や潮流への耐性は低いことが窺える。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  

   本種が，サンゴ礁域内湾や礁斜面の深み等の波当たりの弱い砂礫底に生息す

ることを踏まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件

と大きく変わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。

特に，本種は，内湾的な波当りの弱い環境でありながら比較的透明度の高い環

境に生息場所がみられ，また，高水温耐性が低く白化の被害を受けやすいため，

移植前の生息場所と濁度や水温条件が大きく変わらず，波浪・潮流の影響を受

けにくいと考えられる場所を選定するよう留意する必要がある。 

 

８．クロマツミドリイシ Acropora grandis 
 

○形態 大型の樹枝状群体を形成する。群体の大きさは，通常，高さ・幅共に 2m
程であるが，老成群体では枝幅が数 m に及ぶ場合がある（西平・Veron, 1995; 
Veron, 2000b; Wallace, 1999）。枝の先端部は石灰化が弱く，指で掴むと潰れて

しまうほどで，枝を折るようなショックでも先端部が折れてしまうことが多

い。昼間はポリプを伸ばさない．色彩は褐色あるいは青みがかったものなど

変化が多い（西平・Veron, 1995）。  
○分布域 奄美諸島～八重山諸島ならびに小笠原諸島父島に分布する（西平・

Veron, 1995）。 

○生息する環境条件 礁池や礁湖内の波あたりの弱い遮蔽環境のある浅所を好む

（西平・Veron, 1995）。 
○環境耐性  

  (1)水温：八重山海域で高水温による大きな被害を受けていることから，本種は

他のミドリイシ属と同様に高水温耐性が低いことが予想される。 
ただし本種を 33℃の水温に二日間暴露させたところ完全に白化し

たが，2 年後の同じ実験では六日間晒しても白化の兆候を示さなかっ

たことから，本種が高い高水温適応力を有することが示唆されている

（Fang et al., 1997）。 

  (2)光・濁度：本種の生息域は浅いサンゴ礁域であり，当該環境は照度が特に高
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く，かつ，透明度が高い。そのため，本種は要求照度は高く，また，

濁度耐性は低いことが予想される。 
  (3)堆積・浮遊砂：本種が照度・透明度が高い場所を生息環境とすることを考慮

すれば，堆積物による耐性は低いことが予想される。 
  (4)波浪・潮流：本種は骨格の石灰化が弱く，特に枝の先端部は脆いため，波浪，

潮流の耐性は低いことが推察される。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  

   本種が，礁池や礁湖内の波当たりの弱い遮蔽環境のある浅瀬を好むことを踏

まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく変

わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，本種

は，強い波浪や潮流が無く遮蔽的な環境に生息するとともに，白化の被害を受

けやすく，濁度耐性・堆積耐性が低いことが予想されることから，移植前の生

息場所と水温条件，濁度条件及び堆積条件が大きく変わらず，波浪・潮流の影

響を受けにくいと考えられる場所を選定するよう留意する必要がある。また，

移植に当たっては，枝状群体の先端部分の壊れやすさに留意し，運搬作業にも

十分な注意が必要である。 
 

９．ニホンアワサンゴ Alveopora japonica 
 
○形態 固着性で，群体は小型の半球状をなし，長径は 10cm 以下である．日中大

型のポリプを良く伸ばし，ポリプは通常緑色を呈し，12 本ある触手の先端

部は白色に染め分けられる（西平・Veron, 1995; Veron, 2000c）。 
○分布域 本州太平洋沿岸（千葉県勝浦市・館山市，相模湾，伊豆），瀬戸内海，

九州西岸～隠岐諸島（野村ほか, 1995; 野村ほか, 1994）に分布する。  
○生息する環境条件 日本を中心とする東アジア海域の固有種で，国内では黒潮の

影響を強く受けない本土温帯域に分布する（野村ほか, 1995; 野村ほか, 
1994）。水深 10～20m の岩礁上に生息し，海藻群落中に見出されることも

あるが，海藻群落を避けて群落の縁に出現する場合もある（野村ほか, 1995; 
野村ほか, 1994）。  

○環境耐性  

  (1)水温：温帯種であり，高水温への耐性は低いと考えられる。 
  (2)光・濁度：透明度の高くない本州の内海や湾内を生息環境とすることから，

照度要求量は高くないことが推察され，また，濁度耐性が極端に低い

とは考えられない。 
  (3)堆積：透明度の高くない本州の内海や湾内を生息環境とすることから，堆積

物に関しても極端に耐性が低いとは考えられない。 
  (4)波浪・潮流： 比較的深所に分布することや脆弱なポリプを伸ばすことから，
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波浪や潮流への耐性は低いことが推察される。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  
   本種が，本土温帯域に分布し，浅海の岩盤上に生息することを踏まえ，移植

に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく変わらない環

境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，本種は，高水温

耐性が低いと考えられることから，移植前の生息場所の水温条件が大きく変わ

らないと考えられる場所を選定するよう留意する必要がある。 

 

１０．ヒメサンゴ Stylaraea punctata 
 
○形態 円形被覆状（AIMS, 2013）．非常に群体サイズが小さく，ふつうは 10mm

未満であり，クッション状（ドーム状）になる（Kitano et al., 2014）。 

○分布域 インド太平洋に分布するが，国内では西表島，阿嘉島でのみ分布が確認

されている。 
○生息する環境条件 サンゴ礁域の礁湖の砂礫底．水深が 5m よりも浅いところに

生息する。潮下帯で他のサンゴがあまり生息しない環境に見られる（Veron, 
2000c）。なお，インド・マレー海域では， 本種は，水深が 0.5m より浅い

潮だまりの温かい水中の直射日光の当たらない場所に生息している事例が

報告されている（B. Hoeksema & L. van Ofwegen）。 
○環境耐性  

(1)水温：本種は潮だまりの温かい水の中での生息が確認されていることから，

高水温への耐性が低いとは考えられない。 
(2)光・濁度：本種が潮だまりの通常直射日光の当たらない場所に生息している

との報告があることから，照度要求量は高くなく，濁度耐性は高いこ

とが予想される。 
(3)堆積・浮遊砂：本種は群体サイズが極端に小さいことから堆積の影響を受け

やすい可能性はあるが，砂礫底を生息環境とすることから考えれば，

堆積・浮遊砂に対して著しく高い感受性を有するとは考えにくい。 
(4)波浪・潮流：本種は波の影響を受けやすい潮だまりに生息するとの報告もあ

ることから極端に耐性が低いとは考えられない。 
(5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見は

ない。 
○移植に当たって必要な環境配慮 
   本種が，サンゴ礁域の礁湖の砂礫底に生息するなどの発見例はあるが，その

例が少なく，生息場所が限定された種であることを踏まえ，移植に当たっては，

可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく変わらない環境を有すると

考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。  
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１１．ムツカドマンジュウイシ Cycloseris hexagonalis 
（2017 年に本種をマンジュウイシ属から独立させて一属一種の新属に置くという論文

（Oku et al., 2017) が発表されたことにより、新たな学名は Sinuorota hexagonalis とな

る。） 

 
○形態 岩盤に固着しない単体性サンゴである。褐色で，昼間は触手を伸ばさな

い。若い個体は六角形で成長するにつれて円形になる（西平& Veron, 1995）。
大型個体では縁辺部が上下に波打つ（Hoeksema, 1989）。 

○分布域 フィリピン，八重山（西表島網取湾）（西平& Veron, 1995）に分布する。 

○生息する環境条件 中深度（30〜100m）のサンゴ礁域の砂礫底また砂泥底に生

息する。 

○環境耐性  

  (1)水温： 本種が他の種と比較して高温や温度変化に著しく高いあるいは低い

感受性を示すとの文献はないが，高水温の影響の少ない中深度に生息

していることから，水温の大きな変化には強くないと考えられる。 
  (2)光・濁度：本種が他の種と比較して光条件や濁度に著しく高いあるいは低い

感受性を示すとの文献はないが，浅海に比べると強い太陽光が届きに

くい中深度に生息していることから，弱い光に適応していると考えら

れる。 
  (3)堆積・浮遊砂：Schuhmacher (1977) 及び Stafford-Smith and Ormond (1992) の

報告によれば，本種の属する Cycloseris 属の C. costulata や C.distorta
が堆積に対する高い耐性を示した例がある（Erftemeijer et al., 2012）が，

それらの種に比較して個体サイズがより小型であることが多く，堆積

物に埋没する可能性はある。一方，本種の大型個体は個体の縁辺部が

波打った形になるため，海底面からわずかに立ち上がった形で生息し

ていると思われ，平板状の近縁種と比べて堆積物を除去するのに好都

合であると考えられる。  
  (4)波浪・潮流：岩盤に固着しない単体性のサンゴであり，中深度で波浪の影響

の少ない砂礫底や砂泥底に生息することから，潮流や波浪による撹乱

には強くないと考えられる。 
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  

   本種が，中深度のサンゴ礁域の砂礫底又は砂泥底に生息することを踏ま

え，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく

変わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，

本種は，岩盤に固着しない単体性のサンゴであり，中深度で波浪の影響の

少ない場所に生息することから，移植前の生息場所と水温条件が大きく変
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わらず，波浪・潮流の影響を受けにくいと考えられる場所を選定するよう

留意する必要がある。 

 

１２．パラオクサビライシ Heliofungia actiniformis  
 
○形態 岩盤に固着しない単体性サンゴ（AIMS, 2013）である。円板の中央に横長

の口があり，隔壁が周縁に向かって放射状に直線状に走る。上縁には大きな

鋸歯が並ぶ。生時は触手を長く伸ばし、大型のイソギンチャクに類似した外

見である。この触手は、触れただけではすぐに縮むことはない。色彩は褐色

で、触手の先端は白色の膨らみになる。直径 20cm を超える個体もある。（西

平・Veron, 1995）。 

○分布域 宮古島及び八重山諸島 

○生息する環境条件 礁湖や浅海，比較的波の静かな礁斜面や礁池の砂礫底（西

平・Veron, 1995）や濁度のある環境に生息する（Veron, 2000a）。30m 以浅の

サンゴ礁域の礁湖砂礫底に生息する。 

○環境耐性  

  (1)水温：本種が他の種と比較して高温や温度変化に著しく高いあるいは低い

感受性を示すとの文献はない。 
  (2)光・濁度： 本種は濁度のある環境に生息していることから，濁度耐性はあ

る程度高いと考えられる。 
  (3)堆積：Schuhmacher (1977) の報告によれば，本種が堆積に対する高い耐性を

示した例（Erftemeijer et al., 2012）がある。 非固着性で昼間でも触手

をよく伸ばしている本種は堆積耐性が高いと考えられる。 
  (4)波浪・潮流：岩盤に固着しない単体性のサンゴであり，比較的波の静かな礁

斜面や礁池の砂礫底に生息していることから，潮流や波浪による撹乱

にはあまり強くないと考えられる。  
  (5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮 
   本種が，礁湖や浅海の礁斜面や礁池の砂礫底に生息することを踏まえ，

移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大きく変わ

らない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，本

種は，岩盤に固着しない単体性のサンゴであり，濁度があり，比較的波の

静かな場所に生息することから，波浪・潮流の影響を受けにくいと考えら

れる場所を選定するよう留意する必要がある。 

 

１３．エダアザミサンゴ Galaxea horrescens 
 
○形態 樹枝状の群体を形成する。固着性だが，基盤から遊離している場合もあ
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る。サンゴ個体の形状は同属のアザミサンゴに似る。サンゴ個体は枝の先端

や側面に配置され，枝は基部から先端までほぼ同じ太さである．昼間はポリ

プを伸ばさない。全体が淡黄褐色である（西平・Veron, 1995; Veron, 2000a）。 
○分布域 沖縄諸島～八重山諸島（西平・Veron, 1995）に分布する。 
○生息する環境条件 潮通しのよい浅い礁湖内や大きな湾内の礁斜面の深みなど

の砂礫底上でたまに見られる。礁湖，礁斜面下部を基質とする。濁りのある

内湾やサンゴ礁の窪み，礁斜面下部にも見られるが，あまり多くない（西平・

Veron, 1995）。通常は海水交換が良く太陽光が良く差し込む環境に生息する

（Veron, 2000a）。 
○環境耐性  

(1)水温：石西礁湖で本種が激減した原因の１つが高水温現象であり，高水温

耐性は低いことが窺える。 
(2)光・濁度：一般的にアザミサンゴ属は濁度や堆積物への耐性が高いとされ

ており（NOAA, 2011; Erftemeijer et al., 2012），本種もある程度の濁度

耐性を持つことが推察される。また，本種の生息環境から，要求照度

は高くないことが推察される。 
(3)堆積： 上欄で示されているように，本種もある程度の堆積物への耐性を持

つことが推察される。 
(4)波浪・潮流：群体形状から，波浪や潮流への耐性は低いことが推察される。   
(5)その他 上記に掲げる以外には，本種の特異的な環境特性についての知見

はない。 
○移植に当たって必要な環境配慮  
   本種が，礁湖，礁斜面下部の砂礫底を基質とする内湾的環境に生息すること

を踏まえ，移植に当たっては，可能な限り移植前の生息場所の環境条件と大き

く変わらない環境を有すると考えられる場所を適切に選ぶ必要がある。特に，

本種は，通常海水交換が良く太陽光が良く差し込む内湾的環境に生息すること

から移植前の生息場所と，光・濁度条件が大きく変わらず，波浪・潮流の影響

を受けにくいと考えられる場所を選定するよう留意する必要がある。 
 
 
●情報不足（DD） 1 種 

   

１４．ウチウラタコアシサンゴ Rhizotrochus typus 
 

○形態 岩盤に固着しない単体性の大型で色彩の美しい非造礁サンゴである。 
○分布域 相模湾，駿河湾～和歌山県沿岸，四国・九州沿岸（小川ほか, 1996），

小笠原諸島に分布する。 

○生息する環境条件 30m 以深（通常は水深 20m 以浅には出現せず，通常のダイ

ビング限界水深の 40～50m での観察例が多く，さらに深い水深からドレッ
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ジ等で採集された事例も知られる）。 

○環境耐性  

  本種はアクアリストに人気が高く採取圧を懸念してレッドリストに掲載さ

れたものである。環境耐性に関する特段の情報はない。 
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